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第 E 章では，本研究で製作された実験装置及び実験の概要が述べられ，さらに RPD法によって測
定された衝撃電子のエネルギー幅の電流及び加速電圧に対する依存性が検討されている。第田章では，
次に示すいくつかの親分子から電子衝撃によって一次的に生成される励起NH ラジカルの発光スペク
トル A3 II→ X3 1:-及び、 c III • a 1 L1が観測され，それらの励起しきい値とその付近の励起関数が測定さ
れている。アジ化水素及びアンモニアからの NH (A3 II) と NH (c 1 II) の生成，エチレンイミン，イ




されている。この励起関数はしきい値 (2.Oe V) の少し上でピークをもち少なくとも二つの励起状態
4A2 と 2B2 がその発光に関与していることが示されている。さらに，高い圧では 4A2 の著しい消光が観
測されている。また ， N02 からの NO (A21:+または B 2 II， あるいは両者)の励起関数が測定されてい
る。第V章では， CS2 の低速電子衝撃で観測される可視部の発光には ， CS2 の励起状態 3A2 (断熱し




では， COの低速電子衝撃において COの b3 .J:+→ a3 IIr ， d3 Ll i • a 3 IIr ， 及びBl.J:→ A1II 遷移に関する


















更に二硫化炭素 (CS2 )，一酸化炭素 (CO) について励起闘値付近にむける電子の共鳴付着 (core
excited resonance，又は core excited shape resonance) を経由する励起状態の CS2 ，及びリド
ベルグ励起状態の CO の生成を見出し，閲値付近における電子衝撃による励起において，これらの過
程が重要であることを示した。
以上のように福井君は，特に低エネルギー電子による分子の励起を行う事により分子の励起状態及
びその励起過程に関して種々の新しい事実を見出し 電子との衝突による分子の励起に関し有用な基
礎的知見を加える事ができた。よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める c
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